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Ｆabを訪ねて № 54 一品一様を支える人の技

株式会社ヴァンテック 平塚市西八幡4-7-7
代表取締役 坂本 昌和 TEL 0463-79-5615 FAX 0463-79-5616

E-mail info@vantech.info

ほとんどの従業員が、某会社で箱根ガラスの森美術館等の装飾金
物を製作していたが、当該会社が突然廃業し、その従業員たちで株
式会社ヴァンテックを立ち上げた。
現在、建築装飾金物の製作や内装工事において、お客様の要望に

沿った設計を提案し、製作から施行までを自社で行うことで、より
低コスト短納期を実現している。

このたび、前の会社からお付き合いが
あった城南メタル㈱の福士社長に声をか
けていただき、組合に参加させていただ
くことになった。
今後も、装飾金物、内装工事、光膜天

井を３つの柱としながら、皆様と共に発
展・成長していくことを目標とし、創意
工夫を凝らして日々努力をしてまいりま
す。
よろしくお願いいたします。

法人設立 平成24年４月９日

資 本 金 ３００万円

従業員数 ７名

加工能力 年４００トン

工場敷地 １９８㎡

工場面積 １３２㎡

事業内容

建設装飾金物の設計・
製造
建築工事、設備工事、
内外装工事の設計・施
行・請負

主取引先
川本工業㈱
㈱内田鐵工所

主な実績
本牧海釣り公園
浅草寺

理事会だより（６月23日、神奈川中小企業Ｃビルで開催）

令和５年度神奈川県及び横浜市の予算要望ヒアリングに出席した
６月10日（金）午後、神奈川県庁

において、自由民主党神奈川県支部
連合会の建設グループの神奈川県議
会議員に対して、石井理事長、辻副
理事長及び村岡副理事長が、「鉄骨
材料価格高騰・入手難への対応につ
いて」要望した。
また、６月20日（月）午後、横浜

市役所において、自由民主党横浜市
支部連合会の横浜市会議員に対して､
小原横浜支部長、加藤卓郎相談役
(元理事長)、辻副理事長及び加藤
敦史理事が、同趣旨の要望を行った。

具体的には、「令和３年年初より始まった鉄骨材料の価格の上昇は、現在も高騰を続けているので、
下請価格や発注価格は鋼材価格上昇を踏まえたものとし、鋼材需給ひっ迫（納期の長期化）を踏まえた
発注、工程管理を行うように、建設業界や不動産業界に対して周知・指導してほしい。また、公共建築
物件の積算において、鋼材価格を適正に反映してほしい」と要望した。

加えて、ロシアとウクライナからの鋼材輸出入が世界的に滞り、この状況に拍車がかかる恐れがある
ことや、カーボンニュートラルを目指すことにより、鉄鋼の製造コストが上昇するという問題があるこ
とを訴え、両議会議員からも活発に質問が出て、それに応答、理解を求めた。

・岸部直喜前理事長と加藤卓郎元理事長のお二人に、引き
続き相談役を委嘱することが決定した。
・理事の所属委員会が決定した。(近々組合員名簿を発送予定)

・コロナの感染状況にかかわらず、役員会はハイブリッド
型会議（対面＋Web）を開催していく方向性が決定した。

岸部前理事長へ委嘱状交付


